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要 旨
本 研 究 の 目 的 は,「 青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト 」 の1)
基 準 関 連 妥 当 性,2)再 検 査 信 頼 性 を 検 討 す る こ と で あ る.1)
対 象 は,定 型 発 達 者108名(男 性53名,女 性55名,平 均 年 齢
35.7±10.9歳)で あ っ た.外 的 基 準 に は 日 本 版 青 年 ・ 成 人 感 覚
プ ロ フ ァ イ ル(以 下,AASP-J)を 用 い,Spearmanの 順 位 相 関 係
数 を 算 山 し た.そ の 結 果,本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 各 因 子 とAASP-J
の 該 当 す る 象 限 に は,14因 子 中11因 子 に 中 等 度 の 相 関,3因 子
に 弱 い 相 関 が 認 め ら れ た.2)対 象 者 は,定 型 発 達 者55名(男
性35名,女 性20名,平 均 年 齢34.6±10.1歳)で,検 査 一 再 検
査 の 期 間 は2週 間 と し た.Spearmanの 順 位 相 関 係 数 を 用 い て 検
討 し た 結 果,検 査 一 再 検 査 問 の 相 関 は,各 感 覚 の 合 計 ス コ アr
= .757～.855,下 位 因 子 の15因 子 中11因 子 がr=.75以 上,4
因 子 が.65以 上 で あ っ た.よ っ て,本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 基 準 関 連
妥 当 性,再 検 査 信 頼 性 が 確 認 さ れ た.
Keywords:感 覚 調 整 障 害,基 準 関 連 妥 当 性,再 検 査 信 頼 性,
青 年 ・ 成 人,尺 度 開 発
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は じ め に
発 達 障 が い(DevelopmentalDisability以下,DD)児 ・者 に は,
感 覚 処 理 に 偏 り の あ る 人 が 多 い.DDの 中 で も 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム
症(AutismSpectrumDisorder以 下,ASD)の 人 で は,90%に 何 ら
か の 感 覚 処 理 の 問 題 を 抱 え て い る と の 報 告 が あ る1).当 事 者 の
藤 家 は,「 ス カ ー ト を 履 く と 脚 の 輪 郭 が 見 え な い の で 怖 い 」な ど,
視 覚 的 に 確 認 で き な い 身 体 部 位 が わ か り に く い と い っ た 固 有 受
容 感 覚 等 の 感 じ 取 り に く さ が あ り,そ の 一 方 で,「 消 毒 用 塩 素 の
に お い が ダ メ で 泣 き 叫 び,プ ー ル に 入 れ な い 」 と い っ た 嗅 覚 過
敏,そ の 他 に も 聴 覚 過 敏,味 覚 過 敏 な ど の 例 が い く つ も 存 在 し,
感 覚 処 理 に 偏 り が あ る と 報 告 し て い る2).こ の よ う な 感 覚 処 理
に 偏 り が あ り,行 動 や 情 動 な ど の 適 応 反 応 が 妨 げ ら れ る 状 態 は
感 覚 調 整 障 害3)と 呼 ば れ て い る.
我 が 国 で は,感 覚 調 整 障 害 の 評 価 に は,感 覚 発 達 チ ェ ッ ク リ
ス ト 改 訂 版4)(JapaneseSensorylnventoryRevised,以 下JSI-
R)が 広 く 用 い ら れ て き た.JSI-Rは,太 田 ら に よ っ て4～6歳 の
定 型 発 達 の 幼 児 デ ー タ を も と に 標 準 化 さ れ た も の で あ る.7歳
以 上 の 子 ど も や 青 年 ・ 成 人 を 対 象 に 標 準 化 さ れ た も の が な く,
臨 床 の 場 で は 学 齢 期 以 降 のDD児 ・者 に もJSI-Rが 使 用 さ れ て き た.
そ の よ う な 状 況 の 中,「 主 治 医 に う ま く 伝 え ら れ ず,理 解 し て も
ら い に く い の で,大 人 用 の チ ェ ッ ク リ ス ト が ほ し い 」 と の 当 事
者 か ら の 要 望 も あ り,筆 者 は,青 年 ・成 人 を 対 象 と し た 自 己 評
定 式 の 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト の 作 成 に 取 り 組 ん で き た.
最 近 に な っ て,日 本 版 青 年 ・ 成 人 感 覚 プ ロ フ ァ イ ル(以 下,
AASP-J)が 発 売 さ れ た(2015).こ れ は,米 国 で 開 発 さ れ た60項
目 か ら な る 自 己 評 定 式 の 行 動 質 問 紙 「Adolescent/Adult
SensoryProfile(以 下,AASP)」 を 日 本 に お い て も 標 準 化5)さ
れ た も の で あ る.AASPは,感 覚 調 整 障 害 を 神 経 学 的 閾 値(高 低)
の 連 続 性 と 行 動 反 応 ・ 自 己 調 節(能 動 的 ・ 受 動 的)の 連 続 性 と
い う2軸 か ら な る4領 域 で と ら え たDunnの モ デ ル に 沿 っ て 開 発
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さ れ,国 際 論 文 に も 用 い る こ と が で き る 強 み を も つ.し か し,
自 己 評 定 式 のAASP-J(11歳 ～82歳)で は,「 低 登 録(高 閾 値 ・
受 動 的 行 動)」,「 感 覚 探 求(高 閾 値 ・能 動 的 行 動)」,「 感 覚 過 敏
(低 閾 値 ・受 動 的 行 動)」,「 感 覚 回 避(低 閾 値 ・能 動 的 行 動)」
の4つ の 象 限 ス コ ア が 得 ら れ る の み で,感 覚 処 理 カ テ ゴ リ ー 別
(感 覚 系 ご と)の ス コ ア や 他 者 評 定 式 の 日 本 版 感 覚 プ ロ フ ァ イ
ル6)(以 下,SP-J)の よ う な 因 子 別 の ス コ ア が 算 出 さ れ な い.
人 の 感 覚 処 理 は,聴 覚 は 過 敏 で あ る が,固 有 受 容 感 覚 は 低 登 録
な ど,感 覚 系 に よ っ て 特 徴 が 異 な る こ と が あ り,感 覚 調 整 障 害
の 支 援 に は 感 覚 系 ご と に ス コ ア 化 さ れ る 必 要 が あ る と 思 わ れ る.
さ ら に,AASP-Jの4象 限 で の 採 点 で は,「 低 登 録 」,「感 覚 過 敏 」
と い う,相 反 す る 象 限 で ど ち ら も 高 値 を 示 す こ と も あ り,や は
り,ど の 感 覚 が 「低 登 録 」 で,ど の 感 覚 が 「過 敏 」 な の か と い
う感 覚 系 ご と の 特 性 の 把 握 が 欠 か せ な い.
一 方 ,JSI-Rでは,ど の 感 覚 系 に 感 覚 調 整 障 害 が 示 唆 さ れ る か
を 判 定 で き る が,低 反 応 を 示 す の か,過 敏 な 反 応 を 示 す の か は,
そ の 詳 細 な ス コ ア 化 が さ れ ず,精 通 し た 採 点 者 が 回 答 の 傾 向 を
読 み 取 る 必 要 が あ っ た.そ こ で,筆 者 ら は,日 本 で 広 く 使 わ れ
て き たJSI-Rを青 年 ・成 人 用 に 改 定 し,か つ 感 覚 調 整 障 害 の 詳 細
を 評 価 で き る 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト」の 開 発 を 進 め
て き た.
開 発 に あ た り,ま ず,専 門 家 会 議 に て 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ
ェ ッ ク リ ス ト(試 案 版)」 を 作 成 し た.そ の 方 法 は,JSI-Rの 中
か ら ① 青 年 ・成 人 に 該 当 し な い 項 目 の 削 除 ・変 更(予 備 調 査 結
果7)を 判 断 の 資 料 と し た),② 他 者 評 定 式 か ら 自 己 評 定 式 の 質 問
へ の 修 正,③MillerLJの 感 覚 統 合 障 害 の 分 類8)を 参 考 に,質 問
項 目 を 「低 反 応 」,「感 覚 探 求 」,「過 敏 ・回 避(過 反 応)」 お よ び
「感 覚 識 別(あ る 感 覚 と 別 の 感 覚 を 区 別 す る こ と)」 に カ テ ゴ リ
ー 分 類 し ,カ テ ゴ リ ー 内 の 項 目 数 が 少 な い 場 合 は 質 問 項 目 を 追
加 し た.
こ の よ う に 作 成 し た 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト(試
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案 版:91項 目)」 を 用 い て 調 査 を 行 い,17歳 ～59歳 の 定 型 発 達
者681名 分 の デ ー タ を 因 子 分 析 し,構 成 概 念 妥 当 性,内 的 整 合
性 を 確 認 し た9).因 子 分 析 後 の 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ
ス ト」 は,前 庭 感 覚2因 子9項 目,触 覚3因 子11項 目,固 有 受
容 感 覚2因 子8項 目,聴 覚3因 子11項 目,視 覚2因 子8項 目,
嗅 覚 ・味 覚3因 子8項 目,合 計55項 目 か ら構 成 さ れ る(表1).
さ ら に,ASD群58名 と 年 齢 性 別 を マ ッ チ ン グ し た 定 型 発 達 群 を
比 較 し,本 チ ェ ッ ク リ ス トの 判 別 的 妥 当 性 に つ い て も 確 認 し た
9).し か し,基 準 関 連 妥 当 性 お よ び 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 に つ い て
は,今 後 の 課 題 と な っ て い た.そ こ で,本 研 究 は,定 型 発 達 者
を 対 象 に 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト」 の 基 準 関 連 妥 当
性 お よ び 再 検 査 信 頼 性 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る.
方 法
1.調 査 対 象
調 査 協 力 者7名(作 業 療 法 士,障 害 者 福 祉 セ ン タ ー の 職 員,
専 門 学 校 教 員)を 通 じ て,職 場,研 修 会,居 住 地 域 な ど で の 定
型 発 達 者 へ の デ ー タ 収 集 を 依 頼 し た.回 収 は,調 査 協 力 者 へ 手
渡 す か,筆 頭 筆 者 へ の 郵 送 と し た.
2.調 査 内 容
1)基 本 情 報
基 本 情 報 と し て 年 齢,性 別,在 住 の 都 道 府 県 を 尋 ね た.ま た,
発 達 障 害 の 診 断 の 有 無,自 閉 症 ス ペ ク トラ ム 指 数10項 目 短 縮 版
(以 下,AQ-J-10)で,カッ トオ フ 値 以 下 で あ る こ と を 確 認 し た.
2)「 青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト」
構 成 概 念 妥 当 性 の 検 討 以 前 に,並 行 し て 本 調 査 を 実 施 し た.
そ の た め 調 査 に は 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト(試 案 版)」
91項 目 を 用 い,分 析 の 際 に 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト
(表1)」 に 該 当 す る55項 目 を 抽 出 し て 用 い た.
各 質 問 項 目 に は,4件 法 で 回 答 し,「 当 て は ま る(4点)」,「 や
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や 当 て は ま る(3点)」,「 や や 当 て は ま ら な い(2点)」,「 当 て
は ま ら な い(1点)」 で あ る.
再 検 査 は,1回 目 の 青 年 ・ 成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト 記 入 か
ら2週 間 後 に 実 施 し た.
3)AASP-J
外 的 基 準 に は,日 本 に お い て も 標 準 化 さ れ て お り,感 覚 特 性
を 評 価 す るAASP-Jを 用 い た.AASP-Jの 質 問 項 目 は,味 覚 ・嗅 覚,
運 動,視 覚,触 覚,活 動 レ ベ ル,聴 覚 の6つ の セ ク シ ョ ン か ら
な り,合 計60項 目 で あ る.各 項 目 に 「1.ほ と ん ど な い(5%)」
か ら 「5.ほ と ん ど い つ も(95%)」 の5段 階 で 回 答 し,数 値 が 高
い ほ ど,反 応 の 頻 度 が 高 い こ と を 意 味 す る.
3.分 析 方 法
1)基 準 関 連 妥 当 性
AASP-Jの ス コ ア リ ン グ は,感 覚 情 報 処 理 カ テ ゴ リ ー お よ び 全
体 の ス コ ア リ ン グ は さ れ ず,「 低 登 録 」,「感 覚 探 求 」,「感 覚 過 敏 」,
「感 覚 回 避 」 の 各 象 限 ス コ ア の み が 算 出 さ れ る.一 方,本 チ ェ
ッ ク リ ス ト は,感 覚 系 ご と に 因 子 分 析 を 行 っ て お り,各 感 覚 の
合 計 ス コ ア お よ び 因 子 別 の ス コ ア を 算 出 で き る が,全 体 の 合 計
ス コ ア を 算 出 す る こ と は 適 切 で な い.そ こ で,本 チ ェ ッ ク リ ス
ト の 各 因 子 ス コ ア とAASP-Jの 象 限 ス コ ア と のSpearmanの 順 位 相
関 係 数 を 求 め た.ま た,分 析 を 進 め る と 該 当 す る 象 限 以 外 に も
相 関 が 認 め ら れ た た め,AASP-Jの 象 限 問 の 相 関 に つ い て も 算 出
し た.
な お,本 チ ェ ッ ク リ ス ト は,MillerLJの 感 覚 統 合 障 害 の 分 類
8)を参 考 に 作 成 し て お り
,各 因 子 と 関 連 す る と 考 え ら れ るAASP-
Jの 象 限(以 下,該 当 す る 象 限)は 次 の よ う で あ る.本 因 子 の 「過
敏 」 は 「感 覚 過 敏 」,「 感 覚 回 避 」 の 象 限 に,「 探 求 」 は 「感 覚 探
求 」,「 低 反 応 」 が 「低 登 録 」 に 該 当 す る と 考 え ら え る.
2)再 検 査 信 頼 性
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再 検 査 信 頼 性 の 検 討 に は,1回 目 と 再 検 査(2週 間 後 に 実 施 し
た 青 年 ・成 人 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト)の 各 感 覚 の 合 計 ス コ ア お よ
び 下 位 因 子 の ス コ ア に つ い て,Spearmanの順 位 相 関 係 数 を 求 め
た.
倫 理 的 配 慮
本 研 究 に 際 し,大 阪 府 立 大 学 総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 研 究
科 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 た(倫 理 審 査 番 号2015-218).
研 究 協 力 依 頼 書 に て,研 究 の 目 的,方 法,倫 理 的 配 慮,研 究 へ
の 協 力 は 自 由 で あ り辞 退 に よ る 不 利 益 は な い こ と を 説 明 し た.
結 果
1.回 答 者
本 チ ェ ッ ク リ ス ト と 合 わ せ てAASP-Jを145名 に 配 布 し,116名
の 回 答(回 収 率80.0%)を 得 た.そ の う ち,発 達 障 害 に 該 当 す
る 診 断 が あ る と 回 答 し た2名,AQ-J-10の カ ッ ト オ フ 値(7点)
以 上 の3名,記 入 漏 れ の あ る3名 を 除 く,108名 分 を 有 効 回 答
と し た.有 効 回 答 者 の 性 別 は,男 性53名,女 性55名,年 齢35.7
±10.9歳(範 囲17歳 ～59歳)で あ っ た.
本 チ ェ ッ ク リ ス ト 再 検 査 を80名 に 依 頼 し,61名 か ら 回 答(回
収 率76.2%)を 得 た.AQ-J-10の カ ッ ト オ フ 値 以 上 の3名,記
入 漏 れ の あ る3名 を 除 く,55名 分 を 分 析 対 象 と し た.回 答 者 の
年 齢 は,34.6±10.1歳(範 囲17歳 ～59歳),男 性35名,女 性
20名 で あ っ た.
2.基 準 関 連 妥 当 性
本 チ ェ ッ ク リ ス トの 各 因 子 とAASP-Jの象 限 別 ス コ ア と の 相 関
分 析 の 結 果 を 表2に 示 し た.各 因 子 と 該 当 す る 象 限 に は,す べ
て 相 関 を 認 め た.該 当 象 限 の あ る14因 子 の う ち,中 等 度 の 相 関
11因 子,弱 い 相 関3因 子 で あ っ た.相 関 係 数 の4象 限 中 の 最 大
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値(r=.379～.683)は,14因 子 中13因 子 に お い て,該 当 象 限
(表 中 の ○ 印)に 含 ま れ て い た.味 覚 過 敏 の み,該 当 す る 感 覚
過 敏(r=.230)よ り も 感 覚 探 求(r=.301)の 方 が 若 干 高 い 価
で あ っ た.
AASP-Jの各 象 限 間 の 相 関 を 確 認 し た.す べ て の 象 限 間 に 相 関
が 認 め ら れ た.特 に,感 覚 過 敏 と 感 覚 回 避 は.800と 高 い 相 関 を
示 し た.
3.再 検 査 信 頼 性
各 感 覚 の 合 計 ス コ ア の 検 査 一 再 検 査 問 の 相 関 は,r=.757
～ .855で あ っ た.下 位 因 子 に つ い て は,15因 子 中11因 子 が,
r=.75以 上 の 相 関 を 示 し た.「 触 覚 低 反 応 」,「 触 覚 探 求 」,「 味
覚 過 敏 」,「 嗅 覚 過 敏 」 の4因 子 は,r=.658～.681で あ っ た.
考 察
本 研 究 は,定 型 発 達 者 を 対 象 に 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク
リ ス ト」 の 基 準 関 連 妥 当 性 お よ び 再 検 査 信 頼 性 の 検 討 を 目 的 と
し た.
基 準 関 連 妥 当 性 の 検 討 に は,日 本 に お い て も 標 準 化 さ れ て い
るAASP-Jを外 的 基 準 と し て 用 い た.本 チ ェ ッ ク リ ス トの 各 因 子
とAASP-Jの該 当 象 限 に 相 関(14因 子 中11因 子 に 中 等 度,3因 子
に 弱 い 相 関)が 認 め ら れ た.各 因 子 に 該 当 す る 象 限 以 外 に も 相
関 を 認 め た が,多 く の 因 子 に お い て,該 当 象 限 の 相 関 が 他 の 象
限 よ り も 高 く,本 チ ェ ッ ク リ ス トの 併 存 的 妥 当 性(同 一 の 構 成
概 念 を 測 定 す る 変 数 間 で 高 い 相 関)を 示 唆 す る も の で あ っ た.
各 因 子 は,該 当 す る 象 限 以 外 に も 相 関 が 見 ら れ た.こ れ は,
AASP-Jの象 限 間 が 相 関(r=.305～.800)し て い る た め と 考 え
ら れ る.Dunnの 感 覚 調 整 の モ デ ル(4象 限)は,神 経 学 的 閾 値 の
高 低 と 行 動 反 応 の 強 弱(感 覚 に 対 す る 自 己 行 動 調 整 が 受 動 的 ・
能 動 的)の2軸 で 分 類 さ れ て い る5).例 え ば,「 低 登 録(高 閾 値 ・
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受 動 的 行 動)」 と 「感 覚 探 求(高 閾 値 ・能 動 的 行 動)」 は 高 閾 値
で 感 じ 取 り に く い 点 で 共 通 し て お り,「 感 覚 探 求 」 と 「感 覚 回 避
(低 閾 値 ・能 動 的 行 動)」 は,行 動 反 応 が 能 動 的 と い う点 に お い
て 軸 上 の 同 じ 方 向 に あ る.こ の よ う に 考 え る と,象 限 間 に 相 関
が あ る こ と は 理 に か な っ た こ と で あ り,本 チ ェ ッ ク リ ス トの 各
因 子 は,該 当 の 象 限 に よ り 強 い 相 関 を 示 し,該 当 象 限 以 外 に も
相 関 し た も の と 推 察 さ れ る.
「感 覚 過 敏 」 と 「感 覚 回 避 」 を 区 別 す るDunnの モ デ ル は,感
覚 調 整 障 害 へ の 対 応 を 考 え る 上 で 有 用 で あ る.し か し,定 型 発
達 者 を 対 象 と し た 本 研 究 で は,「 感 覚 過 敏 」と 「感 覚 回 避 」に.800
の 高 い 相 関 が 認 め ら れ た.相 関 が 高 い 場 合 は,内 容 と し て 両 者
の 共 通 性 が 高 い こ と を 意 味10)し,本 チ ェ ッ ク リ ス トが モ デ ル と
し た こ の 両 者 を 区 別 し な いMillerLJの 感 覚 調 整 障 害 の 分 類 を
支 持 す る よ う な 結 果 で あ る と も 考 え ら れ る.
各 感 覚 の 検 査 一再 検 査 問 の 相 関 は,r=.757～.855で あ っ た.
再 検 査 信 頼 性 係 数 は.70以 上 が 目 安11)と し て 示 さ れ て い る.下
位 尺 度 に お い て も15因 子 中11因 子 に お い て こ の 基 準 を 満 た し
て い た.「 触 覚 低 反 応(3項 目)」,「 触 覚 探 求(2項 目)」,「 味 覚
過 敏(4項 目)」,「 嗅 覚 過 敏(2項 目)」 の4因 子 は,r=.658
～ .681と若 干 低 い 数 値 で あ っ た.尺 度 に 含 ま れ る 項 目 数 が 増 え
る ほ ど 再 信 頼 性 係 数 が 上 昇 す る 傾 向 が 報 告 さ れ て お り12),こ れ
ら の 因 子 の 質 問 項 目 が2～4項 目 と 少 な い こ と を 勘 案 す る と 許
容 範 囲 の 再 検 査 信 頼 性 で あ る と 考 え る.
本 チ ェ ッ ク リ ス トの 構 成 概 念 妥 当 性,判 別 的 妥 当 性,内 的 整
合 性 に 加 え て,本 研 究 に よ り 基 準 関 連 妥 当 性,お よ び 再 検 査 信
頼 性 が 確 認 さ れ た.本 チ ェ ッ ク リ ス トで は,感 覚 別,因 子 別 に
ス コ ア を 得 る こ と が で き,感 覚 調 整 障 害 へ の 支 援 を 行 う 際 に,
有 用 な 情 報 と な る と 考 え る.
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ま と め
定 型 発 達 者 を 対 象 に 「青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト」 の
基 準 関 連 妥 当 性 お よ び 再 検 査 信 頼 性 を 確 認 し た.
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調 査 に ご 協 力 く だ さ い ま し た 方 々,ご 指 導 い た だ き ま し た 首
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本 研 究 の 一 部 は,日 本 感 覚 統 合 学 会 の 研 究 助 成 を 得 て 実 施 し
た.
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表1 青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス トの 質 問 項 目
前庭感覚
第1因子 過敏
??
?
?
?
?」
遊園地にあるようなスピード・揺れ ・回転する乗 り物が怖い。
遊園地にあるようなスピード・揺れ ・回転する乗 り物が好きだ。(逆転項 目)
高い所が怖い。(階段、歩道橋、傾斜等)
エレベーターやエスカレータの動く感 じが苦手だ。
足元の不安定な場所が怖い。
第2因子
?
?
?
??
?
》
前庭 感 覚へ の探 求 とバ ランス
座っている時に、頭や体を揺らしたり、椅子を揺らす癖がある。
絶えず動いていたいほうである。
作業や課題に集中していると姿勢がくずれやすい。
他の人よりも物につまずいたり、簡単にバランスを崩しやすい。
固有受容感覚
第1因子 探求
?
?
?
?
?
??
?
?
?
」?
?
?
?
狭い場所、積み重ねられた布 団やマットの間など体に圧がかかる感覚が好きである。
ロッククライミング、アスレチックなど体をしっかり使う活動が好きだ。
少し重い布団の方が好きだ。
固い食物や弾力のある食物が好きだ。(煎餅 、グミキャンディー、ガム等)
重いものを持ちあげたり、運んだりすることが好きだ。
椅子に座っているときにお尻や太ももの下に手を入れて挟 むと落ち着く。
第2因 子 力 の調 整
16カ まかせにみがいて歯ブラシの毛先がすぐに使えなくなる。
17力 を入れすぎて物をこわしてしまうことがある。
触覚
第1因子 過敏
?
?
」
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
特定の感触の物(タオル・毛布 ・ムース・糊など)が嫌だ。
特定の触感の食物を食べない。(ベタベタ、パサパサ等)
体に触られることに非常に敏感である。
触られたあとを自分で引っかいたり、なでたりする。
手や足が少しでも汚れることが嫌だ。
特定の感触のする衣類、靴下、手袋、マフラー、帽子を身につけるのを避 ける。
第2因 子 低 反 応
24自 分の顔や手が汚れていることに気づきにくい。
25床 に落ちている物(ご飯粒やシールなど)を踏んでも気づかないことがある。
26暑 さや寒さを感 じにくい方である。
第3因 子 探 求
27物 や人、動物 に触るのが好きで、ついつい触り続けてしまう。
28つ いつい手でなんでも触ってしまう。
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表1っ づ き
聴覚
第1因子 低反応 ・探求
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
テレビの音などを大きな音で聞く傾向がある。
自分の名前を呼ばれても気づかないことがある。
大きな声で話す傾向がある。
音が聞こえる方 向がわからない。または、混乱しやすい。
音や単語の聞き取りの間違いをしやすい。
第2因 子 識 別
34周 りがうるさいと、注意散漫になりやすい。
35冷 蔵庫、換気扇、掃除機、ラジオなどの音がある場所で、仕事や勉 強をすることが難しい。
36に ぎやかな場所、騒々しい場所では、話が聞き取りにくい。
第3因 子 過 敏
37音 が聞こえないようにすることがある(例:ドアを閉める、耳を覆う、耳栓をする)
38他 の人がテレビを見ていると、その部屋を出るか、または音量を下げるように頼む。
39人 混みや、うるさい場所が嫌である。
視 覚
第1因 子 識 別
40初 めての場所では、道や建物や部屋の標示を見落としやすい。
41道 によく迷ったり、人の顔 の区別ができないことがある。
42探 し物をうまく見つけられない。
第2因子 過敏
43周 りの動きが激しいと、疲れやすい。(例:ショッピングセンター、祭り、駅など混雑しているところ)
?
「?
??
?
?
?
?
?
?
いろいろな物が見えると、気が散りやすくなる。
カメラのフラッシュなど強い光がとても嫌である。
人の目を見ることが苦手である。
日中部屋にいるときに薄暗くしている。
味 覚 ・嗅 覚
第1因 子 味 覚 へ の 低 反 応 ・探 求
48料 理の味が薄かったり、物足りなく感じたりする。
49出 された料理 に塩、こしょう、しょうゆなどの調味料をかけて味をこくする。
第2因子
?
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
味 覚過 敏
偏食がある。
なじみのある味の食べ物しか食べない。
特に嫌いな種類の味がある。
味が混じり合うことが嫌である。
第3因 子 嗅 覚過 敏
54に おいに対して非常に敏感で不快な気分になることがある。
55食 べ物のにおいが嫌で食事が進まないことがある。
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表2青 年 ・ 成 人 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス ト と
日 本 版 ・ 成 人 感 覚 プ ロ フ ァ イ ル と の 相 関(N=108)
青年 ・成人用感覚 チェ ック リス ト AASP-J
該当する象限 象限との相関係数
感覚 因子
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
前庭感覚 過敏
探 求 とバ ランス
00 .249** .035.474**.445**
○ ○ 　　**.683.341 　　**.578.455
固有感覚 探求
力の調整
○ ○ .406**.388**.337** .232*
　　**.279.287 　　**.316.364
触覚 過敏
低反応
探求
00 .372**.364**.531**.489**
○ .576**.390**.371**.321**
○ 　　**.375.383 .348** .199*
聴覚 低反応 ・探 求
識別#
過敏
○ ○ .640**.492**.547**.486**
0
00
.487**.283**.576**.629**
.243* .214*.507**.602**
視覚 識別##
過敏
0 .609**.377**.482**.444**
○ ○ 　　**.506.421 　　**.636.648
味覚 ・嗅覚 味覚への低 反応 ・探求 ○ ○
味覚過敏00
嗅覚過敏 ○
.319**.379** .130 .107
.160.301** .230* .164
.185.346** 　　**.407.267
*p<.05[コ4象 限中における相関係数の最大値
**P<.01
#聴 覚の識別は,「周りがうるさいと注意散漫になりやすい」など,AASP-Jでは「感覚過敏」
に近いが,選択的に注意を向けて処理することを含むものである.
##視覚の識別は,「探し物がうまく見つけられない」などの質問項 目を含み,AASP-Jでは「低登録」に
近いが,図と地の判別などの要素を含むものである.
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表3AASP-Jの 象 限 問 の 相 関
低登録 感覚探求 感覚過敏 感覚回避
低登録
感 覚 探 求.470**
感 覚 過 敏.624** .461**
感 覚 回 避.544** .305** .800**
**P〈.01
*P〈.05
14
表4青 年 ・成 人 用 感 覚 チ ェ ッ ク リ ス トの
検 査 一再 検 査 信 頼 性(N=55)
各感覚の合計スコア 相関係数
前庭感覚 .825**
固有受容感覚 .828**
触覚 .820**
聴覚 .791**
視覚 .855**
味覚 ・嗅覚 .757**
因子別スコア
前庭感覚 過敏 .751**
前庭探求とバランス .854**
固有受容感覚 探求 .836**
カの調整 .782**
触覚 過敏 .821**
低反応 .681**
探求 .665**
聴覚 低反応・探求 .822**
識別 .781**
過敏 .760**
視覚 識別 .877**
過敏 .819**
味覚 ・嗅覚 味覚の低反応・探求 .817**
味覚過敏 .673**
嗅覚過敏 .658**
**P<.01
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Abstract 
  The purpose of this study was 1) to clarify the criterion-related 
validity and 2) to examine the test-retest reliability of the Sensory 
Modulation Questionnaire for Adolescents/Adults. 1) The 
participants were 108 typically developed people (53 males, 55 
females, 35.7 + 10.9 years old). Spearman's rank correlation 
coefficient was calculated by using the Japanese version of the 
Adolescent /Adult Sensory Profile (AASP-J) as an external 
criterion. As a result, each of the factors of Sensory Modulation 
Questionnaire for Adolescents/Adults and the corresponding 
quadrant of AASP-J had moderate correlation 9 factors out of 12 
factors, and weak correlation in 3 factors. 2) The participants were 
55 typically developed people (35 males, 20 females, 34.6 ± 10.1 
years old), and the period of test-retest was 2 weeks. As a result, 
Spearman's rank correlation coefficient of total score of each 
sensory processing between test and re-test was r=0.757-0.855. 
Furthermore, Spearman's rank correlation coefficient of 11 out of 
15 subordinate factors were greater than r=0.75, and 4 out of 15 
subordinate factors were greater than r=0.65. Therefore, the 
criterion-related validity and the test-retest reliability of this 
Sensory Modulation Questionnaire for Adolescents/Adults were 
confirmed.
Key words: Sensory modulation disorder, criterion-related vali 
test-retest reliability, adolescents / adults, scale development
dity,
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